
郵

が

真 夏の讃歌
奄夏はモーターボートに乗って、というの

が、どうやらこの夏のレジャームードらしい
キラキラときらめく、太陽いっぱい賢の下で
胸をはずませ、瞳をかがやかせて、疾駆する
モーターボートに突っ立つ貴女（あなた）の
姿こそ、２０世紀のシンボルかもしれない。
跡に残る水脈は拝' 情のプレリュード、空間
に描くあなたの髪のクロツキー、海は今こそ
あなたの足下で２０世紀の夢と知性への飛込承
台となるだろう－
花やかな真夏の青春の祝典. / 美くしい意志
を秘めて、共に行こう、愛の島々へ……「い
ざ旅立たん、吾が妹（わがいも）よ」ヨット
の孤独、ボートの静けさ、モーターボートの
激しいめくるめき／
自然の近代的な美に恵まれた神戸の海浜、

愛の鼓動に泡立つ須磨、舞子、塩屋など、ま
た明石の白浜に、あなたの姿は蔓永遠のシル
エット電を灼きつけるだろう。恋人とのデュ
エットに息をはずませながら－
「ワタシハスキデス、アイノドライブ、フ

タツノチブサハジョウネツノタテ」「私の騎
士（ナイト）は海のガガーリン、世界の孤独
と地球の重味をイタに乗せて、愛の円心へと
突っ走る」
愛の無線連絡はもう終わった。
あなたと私は今、一輪のバラの夢／瀬戸内

海の白砂をしとねに、黄金色の眼りをむさぼ
ろう。ふたたび目覚める眼路ひろびろと水平
線の銀光色、弓なり島の蔭に、２人でそっと
1 悦びのポートをつなごう。（Ａ）

（写真は須磨の浦・山陽電鉄提供）
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易. 奄車・須I 蒋浦公陸l 駅下車

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ィ
／
回
転
展
望
閣
／
観
光
リ
フ
ト
／
山
上
遊
苑

夏を楽しむ
須磨ｵ 甫公園

須
磨
浦
公
園
は
、
京
阪
神
か
ら
お
家
族
づ
れ
で
気
軽
に
い
け
る
快
適
な
避
暑
地
で
す
。

こ
の
公
園
の
中
央
部
か
ら
鉢
伏
山
上
へ
と
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
静
か
に
上
下
し
て
お
り
ま

す
。
明
る
い
車
内
で
ガ
イ
ド
嬢
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
急
角
度
に
上
昇
す
る
こ
と
約
三
分
。

山
上
に
は
、
白
亜
の
ス
マ
ー
ト
な
回
転
展
望
閣
が
あ
り
、
売
店
、
大
食
堂
、
各
種
遊
戯
施
設

の
ほ
か
、
座
っ
た
ま
ま
で
三
六
○
度
の
眺
望
が
楽
し
め
る
回
転
展
望
室
が
あ
り
、
神
戸
・
明

石
を
は
じ
め
淡
路
島
・
摂
丹
の
山
々
が
眺
め
ら
れ
、
夜
は
ネ
オ
ン
輝
く
神
戸
・
明
石
の
街
々

夜
空
に
交
叉
す
る
淡
路
・
垂
水
の
灯
台
の
光
苦
、
波
間
に
明
滅
す
る
漁
火
、
星
空
に
浮
か
ぶ

淡
路
島
等
、
正
に
百
万
弗
の
夜
景
で
す
。
こ
こ
か
ら
裏
山
の
旗
振
山
に
は
長
さ
二
六
八
米
の

じ
ゅ
ん
か
ん
式
観
光
リ
フ
ト
が
あ
り
、
赤
、
黄
、
緑
、
青
と
四
色
に
染
め
わ
け
ら
れ
た
六
八

個
の
椅
子
が
毎
秒
一
米
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
度
で
動
き
、
ご
婦
人
、
子
供
さ
ん
に
も
安
全

で
す
。
リ
フ
ト
の
終
点
一
帯
の
山
上
遊
苑
で
は
、
木
々
が
季
節
の
花
を
咲
か
せ
、
小
丘
の
各

所
に
あ
る
濡
酒
な
無
料
休
憩
所
、
観
光
望
遠
鏡
、
静
か
な
散
策
の
小
道
、
い
ろ
い
ろ
な
子
供

遊
戯
施
設
等
、
涼
し
い
夏
の
須
磨
浦
公
園
は
、
楽
し
い
憩
の
場
所
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

◇
延
命
軒
（
項
磨
寺
駅
下
車
）
定
員
八
○
名
二
○
○
○
’
三
五
○
○
円

寿
楼
（
須
磨
寺
駅
下
車
）
定
員
二
○
○
名
二
○
○
○
円
以
上

観
光
ハ
ウ
ス
（
須
磨
浦
公
園
駅
下
車
）
定
員
三
○
名
二
二
○
○
’
二
五
○
○
円

◇
電
車
運
賃
兵
庫
ｌ
須
磨
浦
公
園
片
道
大
人
加
円
（
小
人
半
額
）

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
運
賃
片
道
大
人
即
円
小
人
調
円
往
復
大
人
卯
円
小
人
躯
円

回
転
展
望
閣
入
場
料
大
人
加
円
小
人
、
円

観
光
リ
フ
ト
運
賃
大
人
・
小
人
と
も
片
道
加
円
往
復
如
円
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3０

有
馬
温
泉
は
、
神
戸
ｌ
芦
屋
Ｉ
西
宮
市
街
の
背
面
に
連
な
る
国

立
公
園
六
甲
山
の
北
側
ｌ
つ
ま
り
裏
六
甲
の
山
ふ
と
こ
ろ
深
く
秘

め
ら
れ
た
泉
郷
で
す
。

海
抜
千
三
百
尺
の
幽
逮
境
に
立
ち
、
数
億
年
前
に
六
甲
山
塊
が

衝
上
げ
た
と
き
の
断
層
線
に
沿
っ
て
八
つ
の
泉
源
が
あ
り
、
摂
氏

九
八
度
の
熱
泉
を
は
じ
め
炭
酸
泉
、
ラ
ジ
ウ
ム
泉
な
ど
多
様
の
温

泉
が
あ
り
、
ま
た
炭
酸
ガ
ス
が
噴
出
す
る
と
こ
ろ
に
烏
地
獄
、
虫

地
獄
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
つ
の
温
泉
地
で
こ
の
よ
う
に
多
種
の
温

泉
が
出
る
の
は
世
界
中
稀
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
名
所
ｌ
昔
か
ら
詩
歌
に
う
た
わ
れ
た
『
つ
づ
承
が
滝
』

は
、
奥
ま
っ
た
山
ふ
と
ご
ろ
だ
け
に
、
い
か
に
も
幽
す
い
で
水
清

く
夏
は
河
鹿
が
鳴
き
何
と
も
い
え
ぬ
風
情
で
す
。

付
近
に
は
子
供
遊
園
地
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
も
あ
り
、
新
緑
や

獅
葉
じ
ぶ
ん
の
美
し
さ
は
た
と
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

有
馬
／
神
戸
雲
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（
７
月
逓
日
１
８
月
虹
日
）

〃
逢
山
峡
″
は
、
国
立
公
園
裏
六
甲
山

景
観
の
き
わ
ま
る
と
こ
ろ
。
有
野
川
峡

谷
の
東
西
か
ら
海
抜
七
二
二
メ
ー
ト
ル

の
逢
山
と
六
三
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
古

寺
山
が
せ
ま
り
、
赤
松
の
自
然
林
に
ふ

涼
風
に
河
鹿
鳴
く
裏
六
甲

〃
逢
山
峡
テ
ン
ト
村
開
設
〃

ち
ど
ら
れ
た
断
崖
絶
壁
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
は
、
白
雪
の
な
だ
れ
に
似
た
滝
が

あ
り
、
標
高
が
高
い
た
め
夏
は
天
然
の

冷
一
房
に
在
る
心
地
が
し
ま
す
。
そ
れ
に

耳
を
す
ま
せ
ば
ウ
グ
イ
ス
、
ホ
ト
ト
ギ

ス
、
夜
は
カ
ジ
カ
の
声
を
渓
流
に
き
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ハ
イ
ク
の

途
中
到
る
と
こ
ろ
に
飯
ご
う
炊
さ
ん
や

水
浴
が
で
き
、
谷
越
え
で
有
馬
温
泉
に

出
、
疲
労
を
一
洗
す
る
こ
と
も
で
き
、

六
甲
山
頂
に
も
道
が
通
ず
て
い
ま
す
．

こ
の
よ
う
に
優
秀
な
ハ
イ
キ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
例
年
七
月

下
旬
か
ら
八
月
中
、
第
一
、
第
二
キ
ャ

ン
プ
場
が
開
設
さ
れ
、
阪
神
間
の
「
青

少
年
向
き
健
全
な
環
境
よ
き
五
つ
の
キ

ャ
ン
プ
場
」
の
一
と
し
て
教
育
委
員
会

推
せ
ん
の
栄
に
輝
く
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

・
テ
ン
ト
用
具
使
用
料

二
、
三
人
用
一
八
○
円
。
毛
布
五
○

円
四
、
五
人
用
二
五
○
円
。
ベ
ッ
ド

三
○
円

十
人
用
四
五
○
円
ラ
ン
プ
三
○
円

貸
用
器
一
五
円
ゴ
ザ
ム
シ
ロ
一
○
円

（
売
店
施
設
完
備
）

・
コ
ー
ス
（
行
程
８
キ
ロ
）

湊
川
Ｉ
有
馬
口
（
ま
た
は
六
甲
登
山

口
・
電
車
）
ｌ
逢
山
峡
・
第
１
キ
ャ

ン
プ
場
（
緩
徒
歩
Ｐ
ｄ
ｌ
第
２
キ

ャ
ン
プ
場
（
同
○
・
．
ｌ
横
谷
ゆ
ふ

ね
谷
境
界
（
同
２
）
Ｉ
東
六
甲
道
交

叉
（
谷
徒
歩
１
）
ｌ
有
馬
温
泉
（
緩

徒
歩
』
・
ｅ
ｌ
湊
川
（
電
車
）

・
グ
リ
ン
コ
ー
ス
割
引
回
遊
券
発
売

一
三
五
円
（
小
人
半
額
）

湊
川
ｌ
有
馬
口
（
又
は
六
甲
登
山

口
）
有
馬
温
泉
Ｉ
湊
川

・
湊
川
ｌ
有
馬
口
往
復
割
引
乗
車
券
発

売
一
三
○
円
（
小
人
半
額
）

ｉ
3１
１

マ
ス
釣
と
マ
ス
池

神
戸
電
鉄
有
馬
養
鰐
場
は
、
一
般
に

有
馬
の
マ
ス
池
と
呼
ば
れ
、
有
馬
温
泉

駅
か
ら
歩
い
て
七
、
八
分
Ｉ
名
所
「
つ

づ
ゑ
が
滝
」
遊
園
前
に
あ
り
ま
す
。
裏

六
甲
の
海
抜
三
五
○
メ
ー
ト
ル
の
山
腹

だ
け
に
空
気
も
水
も
澄
承
き
っ
て
、
水

温
は
四
季
を
通
じ
十
度
Ｃ
内
外
と
い
う

冷
め
た
さ
で
す
。

こ
の
マ
ス
池
に
は
ア
ユ
よ
り
美
味
な

米
国
産
の
虹
マ
ス
が
養
殖
さ
れ
、
お
も

し
い
ほ
ど
釣
れ
ま
す
。
釣
料
は
一
竿
百

円
で
、
釣
具
、
エ
サ
、
・
ハ
ヶ
ッ
付
で
す

か
ら
手
ぶ
ら
で
お
い
で
に
な
っ
て
よ
く

二
尾
ま
で
は
無
料
。
そ
れ
以
上
は
二
尾

ご
と
に
百
円
、
ま
た
親
マ
ス
釣
り
ご
希

望
の
方
に
は
特
定
料
金
で
お
求
め
に
応

じ
ま
す
。

お
釣
上
げ
の
マ
ス
は
お
土
産
に
な
さ

る
か
、
場
内
無
料
休
憩
所
や
旅
館
で
お

召
上
り
に
な
れ
ば
天
下
一
品
で
し
ょ
う

・
有
馬
温
泉
観
光
へ
の
最
短
コ
ー
ス

大
阪
Ｉ
（
国
電
特
急
犯
分
）
ｌ
神
戸

駅
Ｉ
（
駅
前
か
ら
神
戸
電
鉄
連
絡
市

バ
ス
６
分
）
Ｉ
湊
川
駅
Ｉ
（
神
戸
電

鉄
急
行
哩
分
）
Ｉ
有
馬
温
泉
（
阪
急

阪
神
電
車
の
ぱ
あ
い
は
三
の
宮
下
車

駅
前
か
ら
市
電
・
市
、
ハ
ス
で
神
戸
電

鉄
湊
川
ま
で
車
程
約
、
分
）

・
運
賃

国
鉄
神
戸
・
神
鉄
湊
川
経
由
一
七
○

円
（
国
鉄
Ｉ
神
鉄
連
絡
市
バ
ス
一
○

円
）
阪
神
・
神
鉄
経
由
（
市
電
込
）

一
七
三
円
阪
急
・
神
鉄
経
由
（
〃
）

一
七
三
円

・
有
馬
温
泉
遊
覧
券

乗
車
券
（
湊
川
有
馬
往
復
）

入
浴
券
（
市
営
有
馬
本
温
泉
）

マ
ス
釣
券
（
神
鉄
養
鱒
場
）

ラ
ン
チ
券
（
駅
階
上
食
堂
）

大
人
・
三
六
○
円
小
人
三
○
○
円

こ
の
企
画
〃
涼
を
求
め
て
″
は
、
山

陽
電
鉄
、
神
戸
電
鉄
両
社
の
提
供
に
よ

る
も
の
で
す
。

詳
し
い
お
問
合
せ
は
左
記
へ

山
陽
電
鉄
本
社

事
業
部
⑦
１
４
３
４

神
戸
電
鉄
本
社

宣
伝
部
⑤
２
２
３
６
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〃〆一〃鋳
福富芳

〃
海
・
山
開
ぎ
″
と
と
も
に
、
い
よ
い
よ
夏
シ
ー
ズ
ン
を
む
か

え
ま
し
た
。
こ
と
し
も
海
辺
で
は
、
陽
や
け
し
た
河
童
た
ち
が
、

元
気
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
、
ま
た
、
六
甲
の
山
々
で
は
、
涼
を
求

め
る
ハ
イ
カ
ー
た
ち
が
、
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ァ
イ
ャ
ー
を
囲
ん
で

〃
夏
″
を
楽
し
く
、
健
康
に
す
ご
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
〃
海
と
山
″
に
狭
ま
れ
た
神
戸
の
街
は
、
な
ん

て
素
適
で
し
ょ
う
。
朝
は
山
へ
行
き
、
昼
か
ら
は
海
へ
行
っ
て
楽

し
め
る
ｌ
こ
ん
な
都
会
は
、
神
戸
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
と
に
〃
海
と
山
″
の
自
然
の
恩
恵
を
一
番
多
く
受
け
て
い
る

須
磨
、
垂
水
、
舞
子
方
面
の
人
た
ち
は
、
夏
の
め
ぐ
り
く
る
た
び

に
〃
わ
が
世
の
天
国
″
を
楽
し
ん
で
ら
っ
し
や
る
こ
と
で
し
ょ
う

つ
ま
り
、
海
と
山
に
狭
ま
れ
た
細
な
が
い
帯
の
よ
う
な
街
〃
こ

う
べ
〃
は
、
ち
ょ
う
ど
自
然
の
環
境
に
恵
ま
れ
た
須
磨
や
舞
子
を

大
き
く
し
た
よ
う
な
街
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

雰
囲
気
も
と
て
も
明
る
く
て
、
楽
し
い
街
ｌ
デ
ニ
ム
で
作
っ

た
ジ
ー
パ
ン
（
ス
ラ
ッ
ク
ス
）
や
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
リ
ゾ
ー
ト
・
ウ
エ
ア
（
遊
び
着
）
を
着
て
歩
る
い
て
も
、
決
し

て
お
か
し
く
感
じ
な
い
街
な
ん
で
す
。

お
そ
ら
く
ア
ロ
ハ
・
ス
タ
イ
ル
が
、
ぴ
っ
た
り
似
合
う
都
会
と
い

え
ば
〃
神
戸
〃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ロ
ハ
は
、
常
夏
の
国
か
ら
き
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
が
こ
の

ス
タ
イ
ル
が
、
不
自
然
に
感
じ
な
い
ヲ
」
う
べ
』
は
、
多
分
に
ハ
ワ

イ
的
な
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
ハ

ワ
イ
が
『
リ
ゾ
ー
ト
の
街
』
と
い
っ
た
感
じ
を
受
け
る
の
と
同
じ
よ

う
に
「
こ
う
べ
』
も
ま
た
『
リ
ゾ
ー
ト
の
街
』
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

×
×
×
×

リ
ゾ
ー
ト
・
ウ
エ
ア
は
、
本
来
は
山
へ
行
く
時
の
服
装
や
海
浜

着
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
〃
遊
び
着
″
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い

て
な
ん
と
な
く
日
常
生
活
に
縁
遠
い
よ
う
で
す
が
、
そ
の
意
味
を

広
く
と
れ
ば
〃
家
庭
着
″
こ
そ
生
活
に
即
し
た
も
っ
と
も
合
理
的

な
リ
ゾ
ー
ト
・
ウ
エ
ア
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
．

〃
家
庭
着
″
に
は
、
着
易
く
、
働
き
易
く
、
と
い
う
機
能
性
に

プ
ラ
ス
美
し
く
、
た
の
し
く
、
と
い
う
雰
囲
気
が
大
切
で
す
。

戸
美

１
３２
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ｌ
ｌ
ｎ

そ
の
う
ち
い
ち
ば
ん
活
動
的
な
ス
タ
イ
ル
は
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
で

し
ょ
う
．
組
合
わ
せ
る
ブ
ラ
ウ
ス
、
ア
ロ
ハ
な
ど
に
は
貴
女
の
生

活
の
ム
ー
ド
を
大
胆
に
表
現
し
て
く
だ
さ
い
．
こ
の
ご
ろ
で
は
、

む
し
ろ
男
物
に
お
も
し
ろ
い
配
色
が
あ
っ
た
り
ゆ
っ
た
り
し
た
大

き
さ
も
着
心
地
よ
く
、
男
物
を
着
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

シ
ョ
ー
ツ
と
ス
カ
ー
ト
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
は
、
涼
し
さ
も

最
高
、
ち
ょ
っ
と
ス
カ
ー
ト
に
替
え
れ
ば
く
つ
ろ
ぎ
の
気
分
に
も

な
れ
て
実
用
性
満
点
の
リ
ゾ
ー
ト
・
ウ
エ
ア
で
す
。

ま
た
、
縞
や
水
玉
、
プ
リ
ン
ト
な
ど
、
と
に
か
く
明
か
る
く
、

た
の
し
い
色
や
柄
で
エ
プ
ロ
ン
ス
タ
イ
ル
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
、
ス

モ
ッ
ク
風
な
も
の
も
モ
ダ
ン
な
感
じ
で
す
て
き
で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
働
く
た
め
に
だ
け
で
な
く
、
午
後
の
く
つ
ろ
ぎ
や

夕
食
ど
き
の
楽
し
い
つ
ど
い
に
貴
女
の
ド
レ
ス
は
家
庭
最
高
の
リ

ゾ
ー
ト
・
ウ
エ
ア
で
す
。

そ
し
て
日
曜
日
に
、
パ
パ
と
マ
マ
と
坊
や
が
．
ヘ
ア
で
着
る
ア
ロ

ハ
シ
ャ
ッ
ー
考
え
た
だ
け
で
も
す
て
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

×
×
×
Ｘ

』
」
の
夏
は
、
頭
か
ら
か
ぶ
る
か
ん
た
ん
な
デ
ザ
イ
ン
の
『
ム
ー

ム
ー
・
ス
タ
イ
ル
』
が
、
若
い
人
た
ち
の
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す

ア
ロ
ハ
と
同
じ
〃
常
夏
の
ハ
ワ
イ
″
か
ら
き
た
流
行
で
す
。
『
ム

ー
ム
ー
』
は
ハ
ワ
イ
人
の
家
庭
着
Ｉ
〃
涼
し
い
″
の
が
魅
力
な
リ

ゾ
ー
ト
・
ウ
エ
ア
と
し
て
き
っ
と
は
喜
こ
ば
れ
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院
々
長
）
Ｉ
談
Ｉ
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エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

神
戸
の
ト
ッ
プ
シ
ョ

楽
し
い
夏
の
お
買
物

茶
神
戸
の
銘
店
ご
案
内
美

議議蕊議

‘･侶・凸･:･呂心＃

鱗
坪;:::蝿韓

灘i鍵；
霧

鶏
ヱズター輸入婦人服地ニュートン雑貨の店くトア･ ロード＞③１８１８

冒
守
琴
》
〉

グジマ茎蝋萱すぱらしい

伝統と信用の店
③０３８７＜元町２丁目＞

鰯

０
ｐ
“
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織洲; 堂亨

●神戸っ子の

三宮センター街．③１７７０
本店・湊川商店街⑤2 1 5 9
大阪駅専門大店、0 1 1 5

レストラン＆テイルーム

川 ＬｌＢＴＩＩ
トア・ロード

ネ
③２１６８

鑑識錘篭鑑識; 鍔鱗癖鱗騨鞭

お鉢

三Ｊ・弓廿
③０８１３
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§
淫
典

守
戦
■
恥
Ｄ
叩
．
守
騨
。

０
．
．
●
し
企
拶
賦
五

カラーを着る. ／
装いに個' 性を……

＜神戸新聞会館秀品店＞

篭議溌鍵
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■■
一
哩
咽
昭

デイの条件／紳士おしゃれ
洋品の店くトア・ロード＞

一一

③７８５７

ハ
イ
・
セ
ン
ス
で
夏
を
・
・
…
雫

ス
マ
ー
ト
な
舶
来
の
紳
士
服
で

最
高
の
オ
シ
ャ
レ
を
…
…

八
元
町
４
丁
目
Ｖ

元町４丁目④６９２７
京都市東洞院松原南

詔

美しさを保つ
スポーツに

美容に
瀞
驚

三
恵
洋
服
店

現代の科学が生んだ
コンタクトレンズ

:識

④
７
２
９
０

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー( 三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ②８１６１．８３６１

ｐ
Ｌ

子
わ

ぎ
副
や
つ

子
わ

ぎ
副
や
つ

フレッシュなタッチはダン

ちわ
子
わ

扇
弛

京
都
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③２５８９

男子洋品専門の店諦賃屋 ＜元町２丁目＞

お子さまの夢を育ぐくむ
オモチャの店

く元町２丁目＞
キヨシマ屋

③３２４９

里ﾛ

$ ,

子

ＴＥＬ③６０８８．６０８９
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＜元町１丁目＞
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翫
評
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６
》
密
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豊

鯉§

騨蕊

垂

鰻蕊

太田箪甲店
③６１９５

長崎堂吻ｽ ﾃ ｰ ﾗ 鱒懸蕊塑
灘4402職丸元町鰐撰く元町6丁目〉
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芥申

ズＮｏ．５シリ

１
４０
１

川
上
了
子

神
戸
は
昔
か
ら
外
人
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、
お
い

し
い
洋
菓
子
を
売
る
店
が
多
い
。

私
は
別
に
左
党
で
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
た
こ
と

か
生
れ
つ
き
甘
い
物
に
魅
力
を
感
じ
な
い
方
で
、
小

さ
い
時
も
甘
い
お
菓
子
類
よ
り
、
む
し
ろ
お
カ
キ
や

お
せ
ん
く
い
な
ど
塩
っ
ぱ
い
、
あ
っ
さ
り
し
た
モ
ノ

の
方
が
好
き
で
、
特
に
洋
菓
子
の
台
に
使
わ
れ
て
い

る
ス
ポ
ン
ジ
・
ケ
ー
キ
な
ど
は
嫌
い
な
方
に
属
し
て

い
る
く
ら
い
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
私
の
友
人
で
、
こ
れ
は
ま
た
無
類
の
洋

菓
子
党
が
い
て
、
そ
の
人
と
仕
事
の
こ
と
で
親
し
く

お
交
際
い
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
人
の
影

響
を
う
け
て
か
い
つ
し
か
私
も
洋
菓
子
の
美
し
さ
、

そ
し
て
お
い
し
さ
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
季
節

感
を
盛
っ
た
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
に
ふ
れ
る
と
新
鮮
な

気
持
に
な
り
、
洋
菓
子
の
魅
力
に
す
っ
か
り
ひ
か
れ

て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
。

元
町
や
三
宮
な
ど
歩
い
て
い
て
、
清
潔
な
店
先
き

に
美
し
く
飾
ら
れ
た
ケ
ー
キ
が
並
ん
で
い
る
の
は
見

た
だ
け
で
も
楽
し
い
も
の
だ
。
歩
き
疲
れ
た
時
な
ど

香
り
高
い
紅
茶
に
そ
え
て
お
い
し
い
ケ
ー
キ
を
頂
く

と
、
疲
れ
や
、
そ
し
て
日
々
の
わ
ず
ら
わ
し
い
悩
承

も
し
ば
し
忘
れ
、
何
と
も
云
え
な
い
満
足
感
に
ひ
し

ひ
し
包
ま
れ
る
。
と
云
え
ば
、
何
ん
と
オ
ー
バ
ー
な

表
現
と
い
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
真
実
そ
ん
な

気
が
し
て
く
る
。

地
方
へ
旅
行
し
た
時
な
ど
、
町
々
で
同
じ
よ
う
に

美
し
く
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
ケ
ー
キ
に
ひ
か
れ

て
口
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
今
ご
ろ
は
さ
す
が
に

蝋
く
さ
い
バ
タ
ー
・
ク
リ
ー
ム
に
は
出
く
わ
さ
な
い

ま
で
も
、
甘
す
ぎ
た
り
、
何
ん
と
な
く
パ
サ
パ
サ
し

て
物
足
ら
な
か
っ
た
り
し
て
、
あ
あ
や
っ
ぱ
り
神
戸

は
い
い
な
あ
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
さ
す
が
は
神
戸
の
ケ
ー
キ
だ
と
、
帰
っ
て
来

る
早
々
Ｇ
線
に
か
け
込
承
、
プ
ラ
ム
・
ケ
ー
キ
な
ど

買
っ
て
来
て
、
ラ
ム
酒
に
な
ら
さ
れ
た
果
物
の
味
を

舌
の
上
で
楽
し
む
と
云
え
ば
、
私
は
や
は
り
左
党
な

ん
だ
ろ
う
か
。
（
弱
年
度
代
表
ミ
ス
神
戸
）

戸
の

洋
菓
子

神
戸
の
洋
菓
子
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①
ド
イ
ツ
風

②
外
観
は
パ
ッ
と
し
な
く
て
も
、
材
料

の
生
の
味
を
十
分
い
か
し
て
い
る
の
が

特
色

③
ヤ
シ
の
実
、
チ
ー
ズ
、
バ
タ
ー
、
砂

糖
な
ど

④
チ
ー
ズ
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
袋
入
り
百
円

か
ら
、
カ
ン
入
り
五
百
円
か
ら
最
高
二

千
円
、
ミ
ー
ト
・
パ
イ
五
十
円
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
・
ケ
ー
キ
百
グ
ラ
ム
百
六
十
円

⑤
外
人
層
、
文
化
人
、
会
社
役
員
な
ど

⑥
生
田
神
社
西
側
③
１
６
９
４

ア
ン
ケ
ー
ト

１
４１
１

フ
ロ
イ
ン
ド

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

①
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な

ど
合
せ
て
百
種
類
以
上
の
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
作
っ
て
い
る

②
③
バ
タ
ー
・
香
料

・
砂
糖
の
量
と
ね
り
方
な
ど
で
味
の
苦

い
も
の
か
ら
甘
い
も
の
ま
で
八
種
類
を

作
り
、
し
ん
に
使
う
ク
リ
ー
ム
、
フ
ル

①
本
ド
イ
ツ
式

②
ケ
ー
キ
が
単
位
を
小
さ
く
、
毎
日
新

し
い
の
で
ど
の
製
品
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

感
じ
が
す
る
。
と
に
か
く
変
っ
た
他
の

店
先
で
味
わ
え
な
い
も
の
、
一
度
た
め

し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

③
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
タ
ー
・
オ
イ
ル
・
コ

ー
ヒ
ー
・
ア
ー
モ
ン
ド
・
ウ
オ
ー
ナ
ッ

コ
コ
ナ
ツ
・
プ
ラ
ジ
レ
ナ
ッ
・
ベ
ー
ゼ

ル
ナ
ッ
・
酒
・
粉
等
色
々
細
か
い
種
類

の
一
級
製
品
を
使
用
し
て
い
る
。

④
ダ
ー
ト
（
￥
２
０
０
よ
り
）
ケ
ー
キ

（
毎
日
釦
Ｉ
調
種
類
・
一
ケ
￥
⑩
）
そ

の
他

⑤
外
人
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
）
日
本
人
は

文
化
人
・
芸
能
人
ｄ
会
社
関
係
が
客
筋

ソ
ロ
バ
ン
づ
く
で
な
い
新
製
品
を
作
り

だ
し
て
行
く
、
う
ま
け
れ
ば
材
料
費
の

い
か
ん
に
か
か
わ
ら
な
い
。
レ
ン
ガ
釜

を
使
用

⑥
中
山
手
一
丁
目
電
車
亭
留
所
北
入
る

フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
プ

①
貴
方
の
お
店
の
お
菓
子
は
何
風
で
す

か
②
一
般
的
な
特
色
は
…
…

③
主
な
材
料
を
…
…

の
お
値
段
は
：
…
．

⑤
お
店
の
モ
ッ
ト
ー
や
客
層
は
…
…

⑥
わ
か
り
や
す
い
道
順
と
電
話
を
…
…

①
ド
イ
ツ
風
で
す

②
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
主
に
使
っ
て
い
る

の
が
特
色
で
、
デ
ザ
イ
ン
も
豊
富

③
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
タ
マ
ゴ
・
香
料
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
・
チ
ェ
リ
ー
な
ど
の
フ

ル
ー
ツ
類
な
ど

④
ケ
ー
キ
類
一
個
三
十
五
円
・
マ
ー
ブ

ル
一
本
四
百
円
（
一
切
三
十
五
円
）

③
三
宮
阪
急
西
口
高
架
下

洋
菓
子
の
店

三
軒
目
②
１
２
５
７

ユ
ー
ハ
イ
ム

ベ
ル

①
フ
ラ
ン
ス
風
で
す

②
材
料
の
持
味
を
生
か
し
て
ま
す

③
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
タ
ー
、
タ
マ
ゴ
、
砂

糖
、
各
種
の
フ
ル
ー
ツ
類
と
チ
ッ
ッ
な

ど④
値
段
は
三
十
五
、
五
十
円
そ
の
他

⑤
家
族
的
で
お
客
さ
ま
本
位
を
心
が
け

て
ま
す
。

⑥
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
大
洋
劇
場
隣

③
０
０
２
２
．
３
５
０
８

①
北
欧
の
銘
菓
（
北
ド
イ
ツ
と
く
に
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
方
面
）

②
色
彩
は
地
味
味
は
淡
白
、
日
本
人
の

舌
に
あ
わ
し
て
製
造
技
術
を
研
究
し
て

い
る
。

ユ
Ｉ
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク
ト

③
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
タ
ー
・
牛
乳
・
フ
レ

ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ム
・
タ
マ
ゴ
・
輸
入
香

料
ア
ル
モ
ン
ド
。
カ
シ
ュ
ナ
ッ
・
ウ
オ

ナ
ッ
・
フ
ル
ー
ツ
な
ど

④
ク
ッ
キ
ー
、
（
カ
ン
入
り
三
百
五
十

円
’
二
千
円
、
箱
入
り
四
百
五
十
円
’

五
十
円
）
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
ケ
ー
キ
（
バ

ァ
ウ
ム
ク
ー
フ
ェ
ン
ー
カ
ン
入
り
七
百

五
十
円
’
三
千
円
、
箱
入
り
六
百
五
十

円
）
ム
ン
デ
ッ
ト
（
カ
ン
入
り
二
百
五

十
円
’
千
二
百
円
）

⑤
客
層
は
中
流
の
方
が
圧
倒
的
⑥
生
田

筋
高
架
南
③
４
３
Ｌ
４
．
７
３
４
３
．

０
１
５
６
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ヒ
ロ
タ

①
マ
ロ
ン
グ
ラ
ッ
セ
は
、
フ
ラ
ン
ス
風

①
北
欧
の
味
、
ロ
シ
ア
風
で
す
②
上
質

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
用
、
ツ
ヤ
も
味

も
ハ
イ
・
ク
ラ
ス
で
あ
っ
さ
り
と
上
品

で
す
③
プ
ラ
ム
・
チ
ェ
リ
ー
・
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
類
・
ウ
イ
ス

キ
ー
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
・
ブ
ラ
ン
デ
イ
な

ど
の
洋
酒
④
マ
ロ
ン
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

（
一
箱
五
百
円
’
千
円
）
カ
ク
テ
ル
・

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
Ｑ
箱
百
五
十
円
？
五

百
円
）
な
ど
⑥
生
田
区
東
門
筋

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ

①
フ
ラ
ン
ス
風
②
あ
ま
り
甘
く
な
く
そ

し
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
味
を
特
色
と
し
て

い
ま
す
③
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
タ
ー
・
牛
乳

・
ク
リ
ー
ム
・
砂
糖
・
小
麦
粉
・
ナ
ッ

ツ
類
（
輸
入
品
一
フ
ル
ー
ツ
類
な
ど
④

小
物
ケ
ー
キ
は
一
個
四
十
円
か
ら
、
進

物
用
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
な
ど
（
￥
５
０
０
，
審
１
，
０
０

０
，
１
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
、
￥
２
，
０
０
０
）

⑤
モ
ッ
ト
ー
は
お
客
さ
ま
の
た
め
に
最

高
の
味
覚
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
客
層

は
京
阪
神
間
の
方
た
ち
、
と
く
に
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
パ
ー
ラ
ー
は
若
い
女
性
層
に

ド
ン
ク

①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
（
北
欧
調
）
②
カ
カ

オ
の
味
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
感
ぜ
ら
れ
、

コ
ク
の
あ
る
ほ
ろ
に
が
さ
が
生
か
さ
れ

て
い
る
③
カ
カ
オ
と
各
種
ナ
ッ
ツ
類

（
ア
ー
モ
ン
ド
・
カ
シ
ュ
ー
〃
ナ
ッ
ツ
・

プ
ラ
ム
・
マ
ロ
ン
）
や
フ
ル
ー
ツ
類

（
レ
モ
ン
・
オ
レ
ン
ジ
・
ス
ト
ロ
ベ
リ

ー
）
の
進
物
は
￥
５
０
０
１
３
，
０
０

０
手
土
産
は
￥
２
０
０
１
も
０
０
、
ポ

ケ
ッ
ト
も
の
は
￥
５
０
１
￥
０
０
）
パ

ン
チ
の
き
い
た
味
覚
と
、
シ
ッ
ク
な
デ

ザ
イ
ン
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
レ
ジ
ャ
ー
タ

イ
ム
を
演
出
す
る
お
菓
壬
を
つ
く
る
の

・
鱒

が
モ
ッ
ト
ー
③
元
町
一
一
丁
目
③
３
８
５

５風
月
堂

人
気
が
あ
り
ま
す
⑥
ト
ア
・
ロ
ー
ド
③

０
２
１
４

①
フ
ラ
ン
ス
風
②
淡
白
（
フ
ラ
ン
ク
）

で
繊
細
（
デ
リ
ケ
ー
ト
）
で
す
③
フ
レ

ッ
シ
ュ
バ
タ
ー
・
パ
ウ
ダ
Ｉ
シ
ュ
ガ
ー

エ
ッ
グ
・
フ
ラ
ワ
ー
・
フ
ル
ー
ツ
・
ア

マ
ン
ド
・
オ
ー
ル
ナ
ッ
ッ
・
バ
ニ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
④
￥
調
、
￥

⑩
⑤
誠
実
、
研
究
、
努
力
を
モ
ッ
ト
に

し
て
い
る
⑥
国
鉄
元
町
駅
西
口
下
ル
、

元
町
三
本
通
り
西
へ
６
軒
目
③
０
６
９

５
１
６

モ
ロ
ゾ
フ
製
菓

－
ッ
な
ど
の
味
に
あ
う
よ
う
使
い
わ
け

て
当
店
独
特
の
風
味
を
出
し
て
い
る
。

④
純
ロ
シ
ア
風
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
つ

め
合
せ
二
百
五
十
円
？
千
円
ま
で
、
板

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
五
種
類
の
つ
め
合
せ
百

円
⑤
略
（
生
田
警
察
北
上
る
）

⑥
三
宮
町
一

ピ
ラ
ミ
ッ
ト
（
バ
ン
ク
ー
ヘ
ン
）
は
ド

イ
ツ
風
②
特
に
風
本
人
の
噌
好
に
合
わ

せ
た
ヒ
ロ
夕
風
、
，
最
高
か
ら
大
衆
に
喜

ば
れ
る
シ
ュ
ー
ク
恥
－
ム
は
洋
菓
子
の

中
で
栄
養
の
王
様
ど
云
わ
れ
、
そ
れ
が

ヒ
ロ
タ
の
特
色
で
す
③
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ハ

タ
ー
と
玉
子
・
牛
乳
・
霞
生
ク
リ
ー
ム
・

ア
ー
モ
ン
ド
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
殊
に
香

料
は
本
場
フ
ラ
ン
ス
よ
り
取
寄
せ
て
洋

酒
多
量
使
用
④
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
は
価

格
ぢ
○
ｍ
二
○
○
円
一
個
一
○
円
と
ケ
ー

キ
一
ヶ
三
五
円
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
ぢ
ｏ
顕
一
二

五
円
⑤
一
般
大
衆
特
に
文
化
人
若
い
方

々
を
対
象
に
し
て
居
り
ま
す
。
味
本
位

に
お
い
し
い
菓
予
を
造
る
事
と
お
客
様

に
喜
ば
れ
る
事
を
モ
ッ
Ｉ
ト
と
し
て
お

り
ま
す
⑥
元
町
三
丁
目
③
２
３
４
０

人
気
の
あ
る
プ
ラ
ム
・
ケ
ー
キ
（
如
円

Ｉ
釦
円
）
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
プ

ラ
ム
を
主
体
に
し
た
フ
ル
ー
ツ
・
ケ
ー

キ
で
す
。
こ
れ
は
比
較
的
、
濃
好
な
味

を
好
ま
れ
る
人
に
喜
ば
れ
て
ま
す
。

ま
た
、
割
り
に
あ
っ
さ
り
し
た
味
の

シ
ュ
ー
・
ク
リ
ー
ム
（
一
個
如
円
）
も

評
判
で
す
。
三
宮
セ
ン
タ
ー
街

Ｇ
線

／軍、

〔）
Ｌノ

／‐､

（）
ﾐ ｰ ﾉ

／軍、

（）
､ －ノ １

４２
１

／戸､

（）
Ｌノ
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